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おいしい自然薯に育ちますように
■自然薯植え付け

　萩間小学校３年生25人が６月２日、校内の農場

で自然薯植え付け体験をしました。

　この体験は、地域の特産品である「自然薯」を

子どもたちにも知ってもらおうと、10年以上前か

ら毎年行なわれています。

　児童たちは、萩間自然薯の会や学校支援員の指

導を受けながら、長さ20センチほどに育った52本

の種芋を 1本１本丁寧に植え付けていきました。

　今後児童たちが草取りや水かけなど農場の管理

を行い、12月上旬ごろに収穫体験を行います。

やり方を教わりながら種芋を植え付ける児童

■自治総合センター　コミュニティ助成事業

　西萩間区では５月、宝くじの社会貢献広報事業

として一般財団法人自治総合センターが行う「コ

ミュニティ助成事業」を活用し、公民館の会議用

備品などを整備しました。

　整備した備品は、カラー複合機、プロジェク

ター、ポータブル電源、パソコンなどです。

　この事業により、地域住民が快適に公民館を利

用できるようになり、活動の効率化や新たな活動

の試みにつながることで、コミュニティ活動が活

発になることが期待されます。

宝くじ助成で公民館備品などを整備

選手のライディングをチェックする選手たち

全日本選手権大会の切符は誰の手に
■ＮＳＡ全日本選手権静岡２区支部予選

　６月６日、鹿島海岸でＮＳＡ（日本サーフィン

連盟）によるサーフィン全日本選手権大会の静岡

２区支部予選が開催されました。

　ＮＳＡ静岡２区は、御前崎市から静岡市西部ま

でのエリア内で登録されるチーム所属のライダー

が対象となり、本市からも、大人から子どもまで多

くのライダーがエントリーしました。

　静岡２区の有賀裕芳支部長は「サーフィンを通

じて、心のゆとりやケアができる環境を広げてい

きたい」と話しました。

体全体を使って旗を振る方法を学ぶ参加者ら

■受傷事故防止訓練

　静波海岸駐車場で６月７日、受傷事故防止訓練

が実施され、市役所や市建友会、市管工事協同組

合などから約100人が参加しました。

　この訓練は、道路上で工事などの作業を行う際

に必要な規制や誘導などを、怪我なく安全に行っ

てもらおうと、牧之原警察署が実施したものです。

　参加者は、中日本ハイウェイ・パトロール東京

株式会社のパトロール隊員から「目立つこと、気

付いてもらうことが第一。体全体を使って旗を

振って」などとアドバイスを受けました。

道路での作業時の事故防止のために

ズームイン！
　カシャ！！

広報担当がどこにでも取材に行きます。
あなたの身近にあるホットで楽しい話題やイベントなどの情報をお待ち
しています。

情報交流課　☎0040　　seisaku@city.makinohara.shizuoka.jp

■花火教室

　６月22日、菅山小学校で花火教室が行われ、３

歳児から５歳児38人が参加しました。

　この教室は、園児が各家庭で安全に花火を楽し

めるようにと、消防職員や女性消防隊が講師と

なって毎年行われています。

　園児らは、ＤＶＤ鑑賞や花火に関するクイズで

安全な花火の遊び方や注意することなどについて

学んだ後、園庭で消防職員らの指導のもと、実際

に１人１本ずつ手持ち花火を体験。正しい持ち方

や終わった後の捨て方などを学びました。

花火の安全な遊び方を学んだよ

笑顔で杉本市長に活躍を誓った河原崎さん（右）

■卓球の全国大会出場児童が杉本市長を訪問

　卓球で全国大会出場を決めた河
か

原
わら

崎
さき

葵
あおい

さん（相

良小１年、大沢区）が６月21日、杉本市長のもと

を訪れました。４歳で卓球を始めた河原崎さんは

現在、大井川卓球スポーツ少年団に所属。５月の

県予選で「バンビ女子シングルス（小学２年生以

下）」５位入賞を果たし、７月下旬に兵庫県で開

催される全国大会に出場します。

　将来の目標は「卓球選手」だという河原崎さん

に、杉本市長は「日本一目指してがんばって」と

エールを送りました。

大好きな卓球での活躍を誓う

旧片浜小グラウンド（上）とゆうゆうらんど前多目的広場（下）での作業

青々とした芝生広場を目指して

　６月27日、市内２カ所で芝生の植え付け作業

が行われ、多くの市民らが参加しました。

　カタショー・ワンラボ（旧片浜小学校）グラ

ウンドでの作業には、小中高生や地元住民ら約

250人が参加。約２千平方メートルのグラウン

ドに、１時間ほどで芝生を植え付けました。

　ゆうゆうらんど（勝間田区）前の多目的広場

では、勝間田区絆づくり事業のメンバーが中心

となり、地元住民ら約100人が作業を実施。３

時間以上かけ、約５千平方メートルの敷地に芝

生を植え付けました。

　今回植えた芝生が順調に育てば、秋ごろには、

それぞれの広場が青々とした芝生で覆われる見

込みです。

■市内２カ所で芝生植え付け作業

整備されたカラー複合機やプロジェクターなどの備品

女性消防隊の指導を受けながら花火を楽しむ児童
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